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平成21年版環境白書の概要

今回の環境白書では、世界が不況に直面し、環境対策を活かした経済対策を

進めようとしている中で、今こそ、環境と経済が持続的に発展する社会をつく

るべきであり、世界の価値観や取組をそのような方向へリードしていくチャン

スであることを述べています。

平成20年度に講じた施策等は、第１部及び第２部からなり、第１部では総合

的な施策等について分野横断的に記述しています。第２部では分野ごとに施策

等について記述していますが、このうち循環型社会の形成、生物の多様性の保

全等については、それぞれ循環型社会白書、生物多様性白書として、重点的な

記述をしています。

白書の概要は、以下の通りです。

○ 第１部 総合的な施策等に関する報告では、地球環境の健全な一部となる

経済への転換の必要性や、わが国が、環境と経済が持続的に発展する社会を

作り、世界をリードできる国であることを論じています。

具体的には、人口増加やCO2濃度の上昇、生態系の劣化、資源や水の不足

といった問題を抱え、人類は持続可能な社会を築けるかどうかの岐路にある

との現状認識に立った上で、有限な地球上で営まれている経済社会を、物質

やエネルギーの循環、健全な生態系といった地球のシステムに収まるように

変えていくべきであると主張しています。

そのためには、多くの主体の連携や様々な創意工夫により、相乗効果が上

がる取組を進め、環境の価値を的確に経済に反映させることで、環境と経済

の基本的なあり方として、両者が互いに助け合う形を目指すことが重要であ

ると述べています。

○ 第２部第３章「循環型社会の形成」では、「循環型社会の構築を通じた経

済発展の実現に向けて」と題して、循環型社会の構築が温室効果ガスの削減

や自然環境の保全に寄与している例をデータ等により明らかにしつつ、地域

に根ざした循環型の産業の発展の可能性や動脈産業と静脈産業をつなぐ取組

等、資源の効率的利用による新たな経済発展のあり方について述べています。

○ 第２部第５章「生物多様性の保全及び持続可能な利用」では、初めての生

物多様性白書であり、また、来年10月に愛知県名古屋市で生物多様性条約第

10回締約国会議（COP10）が開催されることから、「私たちのいのちと暮ら

しを支える生物多様性」と題して、生物多様性の重要性を解説するとともに、

生物多様性条約の発効から現在までの締約国会議やＧ８等での国際的な動向、

地方公共団体、事業者、市民等の生物多様性に対する取組、COP10で予定さ

れる主な議題と日本の取組の方向性等を記述しています。


